
Japanese Society of Human-Environment System 

NII-Electronic Library Service 

Japanese 　Sooiety 　of 　Human −Environment 　System

P − 12
The 　30th　Symposium 　en 　Human ・Enviro  ent 　System

　 HES30 　in　 Yokohama ，1−3　December，2006

冷え症者の 末梢部皮膚温 と温冷覚閾値の 検討

佐藤 真理子　田村 照子

　　　文化女子大学

CharacteriStics　ofthe 　Skin　TemperatUre　and 　the　Cold州 tirm　Thresholds

　　 in　Young　Women 　With　Co且d　Cons伽 tlons    m 　as
“Hiesho ”

Marike　SAIて），　Teruko　TAMURA

　 　 Bttrtka　”わ耀 η 双 加 v8 厂∫め’

Abstmct：　Tbe　purpose　of 　this団udy 　was 　to　revcal　th巳 physiological　charaCteriSdes 　of 　you皿g　women 　whh 　Qoid

Qo麒 i呱 ions　krK｝wn 　as　hie−shO ．1he　s  nt   餌 鵬 and 山e　gDld 蜘am   s  1ds艢 r  
厂    en 祕 oo 岫 廿ons 　28°C，

5〔P／tRH 　and　18°C，50％ RH ，　svere　measured 　on 　subjeCts．　 Su恥 oDmp 齢ed 　20
’
s　heal出y　w ）men 」including　4　s呵 ects

with 　hie−sho （hk＞sbo　gr〔）up ）and 　4　su止）jeCts　with （）ut （Qont1DI　group）．　The　1esults　h1（licated吐ゆ hie一曲o　subj ◎c熔 felt

mp1   觚 oold 離 血 ons 　in臨 1珈 嫣 ［al（vctremities，　md 　we 匿 ie  鴎 嬾 ，  m 画 3Dn　of 　s  t  1賦 s

betWeen　gOLrps　sbOwwl 廿iat　the　hie−sho 　group　di韆）layed　significa皿ly　lower　tem購 in廿re　peゆherU1　eXttemities，　and

t  peratUre【IMrerenK）es　bemm 　ttre　highest　valuc 　in血e   k　mdt   min     v記ue 血 齬 呻 圃 e紺   i廿es 舐 28°q

50％ RH 　wer 巳 greater　cDmpal ℃d　wi 山 oDntK ）ls，　As　diTect　q  廿倣 ive　eval 圃 on 　of 　cu伽 eous 　senssory　sensitivity，

oolσw   伽 shold 　v鵬 鴨 爬 m 翩 s麒 No　sig面     be鰰   n 即 u 帥 r　w   由舳 o 鬩 ues 嬲 血d 

and 　signi盒cant 　differenoes　wurc 　i（iCnti丘ed 　h1倣 皿 s　of 曲 oold 　sensation 　threshol〔士　The　values 　fbr　oold 廿reshold 　annong

hie・sho 　sUbjects 　were 　significantly　suial1．　 This　means 　that　hie−sho 　su切ects　we に sensitive　f｛）r 廿に Qold．　 The 【elb 爬 Jow

tem購 血 血 ゆ P圏 e細 mid   ・fhie−・h・ ・呵 ・ctS・m ・y   痴 加 d し・ he ・ x ・i圃 ・ n ・f  ・s ・as ・。・面 面 ・n

nerve 　activity　fac藍litated　by　sensitivfty　fbrthe　cdd ．

KeyWo 暇 ls：hb 血 ），　you  wom 凱 oDky   血 ］sbOlds，　skintemperature

要旨 ： 近年、問題 となっ てい る若い 女性の 冷え症の 実態 を明 らか にす るた め 、2G代の 健康 な女駐で 冷 え症 を

自覚する者 （冷え症者＞4名、冷え症を 自覚 しない者 （非冷え症者）4名を対象に、中立温環 境下 （温 度 28℃、

湿度 50％RH＞及 ひ牴 温環 境下 （温度 18℃、湿度 50％RH）で 、皮膚温 と温冷覚閾値の測定 を行 っ た 。 そ の 結果、

冷え症者で は、下肢や 四肢 末梢 に冷え を感 じ、痩せ 型の 傾 向を示 した。非冷え症者と比 べ 、中立温環境下で の

皮膚温 分布の ばらつ きが大きく、末梢部皮 膚温は有意 に 低か っ た。中立温環境 下で の 体 幹部最 高値 と四 肢末梢

部最低 値との 差 が冷え症者で 有意に 大きか っ た 。 温冷覚 閾f齦 掟 か ら、温 覚閾値に 関 して 2群 間に 差 はな く、

冷覚閾値に関して 冷え症者で有意に小 さレ値 を得、冷え症者の 冷覚感 受性 の 鋭い こ とが 明らか となっ た。鋭敏

な冷 覚感 受 性が皮膚血 管収縮神経の 活動性を亢 進 し、冷 え症者の 末梢部皮膚温低下を招い てい る と考え られ る。
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　　　　　　　　　 1 ．は じめ に

　目本 にお い て
“
冷 え症

”
は 、社 会通 念 ともい える

一

般的 な用 語 で あ り、女 性 の 体質 の
一

種 と して 知 られ て

い る、そ の 症状 は、一
年 中 あ るい は 特 に 寒冷期 に 、身

体 の 特 定部位 に不 快な冷 た さ を感 ず る とい う点 で 共 通

して い るが、そ の 感 じ方 は様 々 で 、部位 も報 告 に よ り

異 な っ て い る。従来 、冷え症 の 発 症 の 多くは 中高年期

とされ、出 産や閉経な ど身体 の 変 調期 に み られ る、も

し くは 更年期 の 不 定 愁訴 の 部分症状で ある、と され て

きた。しか しな が ら近 年 、若 い 女性 に お ける冷 え症 の

増加が問題 となっ て い る。平成 16年 度 国 民 生活 基礎調

査 に お け る冷 え の 有訴 率 は 、15〜24才 の 女性 で 15，0％、

25〜34 才 の 女 性 で 22．9％ の 高値 を示 し て い る ．本研 究

で は、現 代 の 若 い 女性 に お け る冷 え症 の 実 態 を明 ら か

にす るた め、若 年 女性 で 冷 え症を自覚す る者 （冷 え症

者） と自覚 しな い 者 （非 冷え症者）を対象 に 、全 身 10
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部位 の 皮膚温 、な らび に 手 背、足 背、腰 部 の 温 ・冷覚

閾値を測定 した。これ ま で の 冷 え症 研究で 行 われなか

っ た 皮膚 の 感 覚感受 性 そ の もの を定量 的 に評 価 し、身

体末梢 に お け る 温 度 と感覚に つ い て 、冷 え症 者 と 非冷

え症者 に い か な る 差異 が 存在 す るの か を検 討 し た。

　　　　　　　　　 2 ．方法

1 ）被験者

　被験者 は 20 代 の 健康な女性 で 、冷え症者 4名 、非 冷

え症 者 4 名 の 計 8名 と し た 。表 ユ に 被験者 の 身体的特

性 を示 す 。 実験 期 間 は 2005 年 1 月〜2 月 で あ っ た 。

Table　l　　Subject　Characteristics
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2） 環 境 条 件 及 び着 衣 条 件

　 中立 温 環境 （温 度 28℃ ・
湿度 50％RH）と低温 環境 （温

度 18℃ ・湿 度 50％ RH＞に 設 定 した、隣 接 す る人 工 気 候

室 2 室 を使 用 した。被験 者 に は ブ ラ ジ ャ
ーと シ ョ

ー
ツ

を着用させ た。

3）測 定項 目

（1）皮膚温

　銅
一

コ ン ス タ ン タ ン 熱 電 対 温 度 計 に よ る皮 膚 温 測 定

を、前 額 ・上 腹 ・前腕 ・手 背 ・腰 部 ・大腿 ・下 腿 ・足

背
・左 手足 指先 （中指末節手掌 面）の 計 10部位 を対 象

に、測定間隔 1 秒 にて 行 っ た。ま た、サーモ グ ラ フ ィ

ーに よ り皮 膚 温 分布 を撮影 した。

（2）温 冷覚閾値

　 開発 と精 度 につ い て 既 に報 告 した汎 用 型 温 冷覚閾 値

測定 装置 を用 い た （田村 ら、2001） （図 1）。測定部位

は 左 の 手背 と足背、及 び 腰部 で 、測定時の 姿勢は 座位

とした。測定の 際に は、プ ロ ーブを測 定部 位 に あ て、

プ ロ ーブ 温 が 皮膚温 と等 し く な っ た 時 点 で 昇温 ま た は

冷却を開始 し、被験者が 温冷感を感 じ た時点まで の 温

度変 化 を 温 冷 覚 閾 値 と し た。昇 温 及 び 冷 却 速 度 は

0．3℃ ／sec と した 。測 定 は 、1回 の 実験 に つ き 3 回繰 り

返 して 行 っ た。

4）実験手順

　中立温 環境 （28℃ ・50％ RH＞ に設 定 した 人 工 気 候 室

へ 入 室 後、被験者 に 実験用衣服を着用 させ 、皮膚温セ

ン サ を装 着 して 30 分 間 の 安 静 を と らせ た 後、皮 膚温 測

定 を 開始 した。測 定 開 始後 、座 位 の 状態で 25 分間温 冷

覚閾値 の 測定、続 い て 立位で 5分間サーモ グ ラ フ ィ
ー

の 撮影 を行 っ た 。 次に、低温 環境 （18℃ ・50％RH）に

設定 し た 隣接す る人 T ．気候室 へ 移動、20 分 間座位安静

に て 皮 膚 温 測 定 を継 続 し、計 50分 間 で 測 定 を 終了 し た。

5＞ 統 計解 析

　冷え症者 と非冷 え 症者の 比 較 に際 し、対 応 の な い 2

群 の t 検 定 を行 っ た。

Fig・1　 Experimental 　seene

　　　　　　　　　 3 ．結果

　 被 験 者 8 名 の 身 体 特 性 に お い て （表 1 ）、冷 え症 者 は 、

非冷 え症者 と比 べ BMI 値が 有意 に下 回 り、体重 、体脂

肪 も統計的有意差 は認 め られ な か っ た も の の 低 い 値 で 、

痩せ 型 の 傾 向 が示 され た。冷 え症 者で は主 に 下肢や末

端 に 冷感 が あ り、そ の 他に は 鼻、胸骨 に冷 え を感 じて

い た D 非 冷 え症 者 で 冷 え を感 じ る部 位 は なか っ た。

　図 2 に、サーモ グ ラ フ ィ
ー

に よ る 中立 温 環境 下 の 皮

膚温分布例を示す。非冷え症者に 比 べ 冷 え症者 で は、

末 梢、特 に 下腿 か ら足 先 ま で の 温 度が 低く、周囲の 環

境 温 と 同程度 で あ る こ とが 多か っ た 。

Fig．2　 Representative　results 　ofthermogram 　at　28℃ ・50％
RH 　 fbr　hie−sho （left； Sub，B ）and 　 control （right ； Sub．E）
subjects

　 図 3 に 、中 立 温 環境か ら低 温 環 境 へ 移動 し て の 全 50

分間に お け る、熱電対 温 度計 に よ る皮膚 温 測 定結 果 例

を示 す。非冷 え症 者 で は、中 立温 環 境 下 の 皮 膚温 が ど

の 部 位 も 32〜36℃ 前 後 の
一定 範囲内 に 収 ま っ て い る

の に 対 し、冷 え症 者 で は 値 が 広 く分 散 し て い た。中立

温 環 境 下 に お け る 30 分 間 の 身 体 各 部 位皮 膚温 の 平均

値 を と り、冷 え症者群、非冷 え症者群 で 比 較 した と こ

ろ、手背、足背、足 指先 にお い て 、冷え症者 の 値 が 有

意 に低 か っ た （図 4）。低温 環境 下 へ 移動 後 の 身 体各部
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位皮膚温 に っ い て も、20 分間の 平均値 を と り、2 群 で

比 較 し た と こ ろ、手 指 先 、足 背 、足 指 先 にお い て 、冷

え症 者 が 有意に 低い 値 を示 し た （図 5）。中立 温 環 境 か

ら低 温 環 境 へ 移 動 した 際 の 皮膚 温 変化量を 2 群 で 比 較

した と こ ろ、手 指先 は冷 え症 者 が 、 足 指 先 は非 冷え症

者 が、有意に 大きな値 で あっ た （図 6）。中立 温 環境、

低 温 環境 そ れ ぞ れ 、30分 間、20分 間 の 平均 値 につ い て 、

各部位中の 最高値 と最低値 の 差 を と り、冷 え症 者 ・非

冷 え 症者 間 で 比 較 した結果、中立 温 環境 下 に お い て 、
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冷 え症 者 の 値 が有意 に 高か っ た （図 7）。低温 環鏡 下 で

2 群 間 に 差 は な か っ た。全 被験者 と も、最高値 は 体幹

部、最 低 値 は 四肢 末 梢 部 の 温 度で あ っ た 。

　図 8 に 、手背、足背、腰部 にお け る温 冷覚 閾値 の 測

定 結果 を示 す。温 覚閾値 に 関 して 、全 部位 とも 2 群間

に差 は な く、冷覚閾値 に つ い て は、全部位 とも 冷え症

者 が有意 に小 さい 値 を 示 し た。
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　　　　　　　　　　4 ．考察

　冷え 症は 直 接生命 を 脅か す疾病 で ない た め 、研究、

治療 の 対象 に な りに くく、不定 愁 訴 の
一症 状 に す ぎな

い と軽視され て き た。し か し近年、若 い 女性 に お け る
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冷 え症 の 増加 が注 目 され て い る 。十 代 〜 二 十 代 は ホ ル

モ ンバ ラ ン ス が不 安 定 で あ る こ とに 加え、ス トレ ス 、

人 工 的な温 熱環境、下衣 の 薄着や 締 め付 け 、 喫煙 等 、

現代 の 環境要 因 と社会慣習が若年女性の 冷 え傾向を後

押 し して い る と考 え られ る。我 々 は こ れ まで に、冷 え

性 を 自覚す る若年 女性 の 自律神経失調傾向を報告 し て

きた （佐藤 ら、2005）。

　今回 の 被験者 に 関 し て、冷 え症者 で は非冷 え症者 と

比 べ BMI 値 が有意 に 低 く、体重、体脂肪 も低 い 傾向に

あ っ た （表 1）。BMI 値 で は 、18．5 以 下 が 痩せ 型、18．6

〜24．9 が 普通型 とされ 、 冷 え症 者の 67％ が 痩せ 型体型、

非冷 え症者 の loee／・が 普通 体型 で あ っ た 。 冷 え症 者 が

痩せ 型 傾 向 に あ る場 合、体重 の 減少 が代謝の 低下に っ

なが り、代謝の 低下 が血 液循環 速度 下 降を招 き、冷え

症 状 を 引き 起 こ す 要 因 の
一

つ に なっ た と も考 え られ る。

ま た、本研究に お け る冷 え症 者群 で は、主 に 下 肢や四

肢末梢 に 冷えを感 じ て お り （表 1）、こ の 結果 は、冷 え

の 好発 部位 と して 足 部、手 部、下腿、腰部を挙げ る既

報 （長谷 川、1982） と類似す る 傾 向 で あ っ た。

　 皮 膚温 測 定結果 か ら、冷 え 症者 は 非冷え症 者 と比 べ 、

中立 温 環境下で の 皮 膚 温分 布 の ば らつ きが 大 き く　（図

2）、手 背、足 背、足指先 の 値 が 有意に 低い こ とが 明 ら

か とな っ た （図 4）。既 報 で は、冬季 に 中立 温 環境下で

計測 し た 結果 と し て 、足背 温 度が 冷 え症者で 有意 に低

い との 報告 が ある （高取 ら、1991）。低温 環境 下 に お い

て も、手 指 先 、足 背、足 指先 の 値が 冷 え症者 で 有意 に

低く （図 5）、寒冷刺激 に 対す る末 梢血管収 縮 反 応 が冷

え症者で よ り鋭 い と推測される。中立 温 環境 か ら低温

環 境 へ 移 動 した 際の 皮膚温 変化 量の 比 較 で は、手 指先

は 冷 え症 者 が、足 指 先 は 非 冷 え症 者 が 、有 意 に大 き い

結 果 を得 た が （図 6）、足指先の 変化 量 有意差 （非冷 え

症 者 〉 冷 え症 者） に つ い て は、冷 え症 者 の 中 立温 環 境

下 にお ける皮膚 温 が 既に 低か っ た た め、寒 冷刺激 に対

す る反応 が軽微 に示 され た と考 え られ る，

　 中立 温 環境 下 に お け る 体 幹部 最 高 値 と四肢 末 梢 部 最

低値 と の 差 を と っ た と こ ろ、非冷 え 症 者 （4．5℃ ±

O．7℃ ）と比 し、冷 え症 者 （8．5± 0．5℃ ） で 有意 に 大き

い 結果を得 た （図 7）。こ れ は、中立温 環境下で 体幹部

と 四肢部 の 温 度差が 8℃ 以上 あれ ば冷 え症者 で あ る確

率 が 高 い とす る 高 取 らの 報 告 （1991） を 追認 す る もの

で あ る。本 来、四 肢 末 梢 の 皮 膚 温 変 化 は 体温 維 持 の た

め の 合 目的調 節 の 結果で あ り、冷 え症者 の 末梢部温 度

が低 い の は 、 本 研 究 の 環 境条件 28℃ ・50％を、末梢血

管 を収縮 させ て 体 熱 放散 を防 ぐべ き環 境 と生 体が認 識

し た た め と も考 え ら れ る。皮膚表 面温 は 皮 膚 血 流 量 に

よ り決 定 レ 交感 神 経系 の 皮膚血 管収 縮神経 （CVC）に

よる調節及 び、温 度調節 の た め に の み動作す る四 肢 末

梢 の 血管床 に よる調節 に よ り制御 され て い る。冷 え症

者 の 末 梢部皮膚温 が 低 い 理 由 に つ い て も、何 ら か の 因

子 に よ り血 管運 動 中枢 が 興 奮 し CVC の 活 動性 を亢進 さ

せ て い る とい う中枢 レ ベ ル で の 考 え方 と、微小 循環障

害の よ うな末梢 レ ベ ル に よ る との 考え方 がで きる。前

者の 血 管運 動中枢 を興奮させ る原因の
一

つ と して 、温

度 刺激 の 受 容 時 に お け る感 覚感 受性 が冷 え症者 と非冷

え症者 で 異な る可 能性を考 え、本研究で は 温冷覚閾値

の 測 定 を行 っ た 。

　温冷覚閾値測定の 結果、手背、足 背、腰部 と も、温

覚 閾値 に 関 して 2 群 問 に差 は な く、冷 覚閾値 に 関 し て

は 冷 え症 者 で 有意 に 小 さい 値 を得 た （図 8）。閾 値 の 小

さ さは感 受 性 の 鋭さを意味 し、冷え症者 で 冷覚感受性

の 鋭 い こ とが 明 ら か とな っ た。冷 え 症者 の 末 梢部 皮膚

温 の 低 さは、冷刺激 に対す る感覚感受性 の 鋭 さが CVC

の 活 動 性 を亢 進 した結果、末 梢血 流 量 の 低 下 が 起 こ り、

招 か れ た もの と考 え られ る。

　 本研 究 で は 、従 来 の 冷 え症 研 究 で 行 わ れ な か っ た 局

所皮膚の 感覚感受性 そ の もの の 定 量 的 評価 を行 っ た が 、

今後は、全身 の 温 冷感覚も併せ て 捉 え る こ と に よ り、
“
自覚的 に 冷 え る感 じ

”
と、

“
他 覚 的 に 触 っ て 冷 たい 感

じ
”

の 両 面 か ら冷 え症 者 の 特性 を明 らか に す る 必 要 が

あ ろ う。

　　　　　　　　　 5 ．まとめ

　 冷え症者 と非冷え症者 に お ける皮膚温 と温 冷覚閾値

を検討 した結 果 、冷 え症者 で 皮 膚 温 分 布 の ば らっ き が

大 き く、末梢部皮膚温 は 有意 に 低 か っ た。温 覚閾値 に

差 は み られ な か っ た が、冷覚閾 値 が冷 え症者 で有意 に

小 さ く、冷 え症 者の 冷覚感受性 の 鋭い こ とが 明 らか と

なっ た。鋭敏な冷覚感受性が 冷え症者 の 末梢部皮膚温

低 下 を招 い て い る と考 え られ る。
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